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建 設 常 任 委 員 会 会 議 記 録

１．会議日時

平成２３年１２月１日（木）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１０時１８分　閉会　　

１．場所

第二委員会室

１．出席委員
委 員 長
 山本靖一 
 副委員長
 野原　修 
 委　　員
 藤浦雅彦
委　　員
 木村勝彦 
 委　　員
 原田　平 


１．欠席委員
なし



１．説明のため出席した者
市　長　森山一正

土木下水道部長　藤井義己　　同部次長兼下水道事業課長　渡辺勝彦
同部参事兼下水道業務課長　石川裕司
水道部長　宮川茂行　　同部次長兼工務課長兼浄水課長　原　正己
同部参事兼総務課長　東角泰典　　営業課長　林彰彦

１．出席した議会事務局職員
事務局局次長　藤井智哉　　　同局書記　田村信也

１．審査案件（審査順）
議案第４６号　平成２３年度摂津市一般会計補正予算（第３号）所管分
議案第４９号　平成２３年度摂津市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
議案第４７号　平成２３年度摂津市水道事業会計補正予算（第２号）
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（午前１０時　開会）

○山本靖一委員長　おはようございます。

ただいまから建設常任委員会を開会しま

す。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　いよいよ１２月でございますが、先ほ

ど嶋野議長と一緒に摂津警察署の歳末警

戒部隊の発隊式に行ってきたところでご

ざいます。

　だんだん慌ただしくなってまいります

が、そんな中、委員会を開催していただ

きまして、大変ありがとうございます。

本日は、昨日の本会議で付託されました

議案について、ご審査をいただくわけで

ございますが、どうぞ慎重審査の上、ご

可決賜りますよう、よろしくお願いいた

します。一たん退席させていただきます。

○山本靖一委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は木村委員

を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しております案のとおり行うことに

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　議案第４６号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　藤井部長。

○藤井土木下水道部長　おはようござい

ます。

　議案第４６号、平成２３年度摂津市一

般会計補正予算（第３号）のうち、土木

下水道部にかかります事項につきまして、

補足説明をさせていただきます。

　補正予算書２８ページをお開きくださ

い。

　款７、土木費、項１、土木管理費、目

１、土木総務費、節２８、繰出金は公共

下水道事業特別会計繰出金で１，７６６

万７，０００円を減額いたすものでござ

います。これは人事異動に伴います人件

費の精査などによるものでございます。

　３２ページをお開きください。

　款８、消防費、項１、消防費、目３、

水防費、節１９、負担金、補助及び交付

金は、淀川右岸水防事務組合負担金で７

０３万５，０００円を増額いたすもので

ございます。これは公務災害時の補償な

どに備えまして、淀川右岸水防事務組合

が加入しております消防団員等公務災害

補償等共済基金の掛金が東日本大震災の

発生に伴い、今年度に限り引き上げられ

たことなどによるものでございます。

　なお、掛金の増額分につきましては特

別交付税措置が講じられているところで

ございます。

　以上、平成２３年度摂津市一般会計補

正予算（第３号）のうち、土木下水道部

にかかわります事項の補足説明とさせて

いただきます。

○山本靖一委員長　説明が終わり質疑に

入ります。

　藤浦委員。

○藤浦雅彦委員　ご説明いただきました

消防団員等公務災害補償等共済基金の件

です。消防と同じ組合になっているので

すが、消防のほうは９月の補正予算で掛

金が増額されています。水防は、１２月

の補正予算になったということで、時期

がずれた理由についてご説明をお願いし

ます。

○山本靖一委員長　石川参事。
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○石川土木下水道部参事　水防事務組合

の議会では１２月の議会に上程されると

聞いております。それに合わせるという

ことに加えまして、今回の増額分につき

ましては、特別交付税で措置をされると

聞いております。実際に全額補てんされ

るのかどうかが、その時点では、はっき

りわからなくて、結果的には全額措置さ

れたと聞いておりますが、そういうこと

で消防のほうは９月に補正をしておりま

すけども、こちらは水防事務組合議会や

特別交付税措置との関係で、今回、補正

をさせていただくことになったものでご

ざいます。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　以上で質疑を終わり

ます。

　暫時休憩します。

（午前１０時４分　休憩）

（午前１０時５分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　議案第４９号の審査を行います。

　本件については、補足説明を省略し質

疑に入ります。

　質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　質疑なしと認め、質

疑を終わります。

　暫時休憩します。

（午前１０時６分　休憩）

（午前１０時７分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　議案第４７号の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　宮川部長。

○宮川水道部長　議案第４７号、平成２

３年度摂津市水道事業会計補正予算補正

予算（第２号）につきまして、目を追っ

て主なものについて補足説明をさせてい

ただきます。

　今回、提案させていただいております

補正予算の内容は、本年４月１日付、人

事異動などに伴う人件費にかかる予算の

補正を行うもので、６ページからの給与

費明細書により補足説明をさせていただ

きます。

　平成２３年度摂津市水道事業会計の当

初予算に計上いたしました一般職の職員

は、３７人でございましたが、本年４月

１日付、人事異動等で再任用、短時間勤

務職員の退職補充によりまして、定数１

名の増員となり、平成２３年１１月１５

日現在、一般職の職員は３８人で、この

内訳につきましては、損益勘定支弁職員

３６人、資本勘定支弁職員２人となって

おります。なお、この３８人とは別に再

任用、短時間勤務職員７人を任用してお

り、６ページの「１．総括」の職員数の

欄にかっこ書きで記載させていただいて

おります。

　次に、７ページの給与費のうち、給料

につきましては、補正前の額、１億７，

７０９万６，０００円に５５７万円を増

額し、補正後の額を１億８，２６６万６，

０００円といたすものでございます。手

当につきましては、補正前の額、１億１，

５２９万２，０００円に、４５万７，０

００円を増額し、補正後の額を１億１，

５７４万９，０００円といたすものでご

ざいます。

　続きまして、法定福利費につきまして

は、補正前の額、４，４０９万３，００

０円から１０万８，０００円を減額し、

補正後の額を４，３９８万５，０００円

といたすものでございます。

　以上、補正予算の補足説明とさせてい

ただきます。

○山本靖一委員長　説明が終わり、質疑

に入ります。
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　原田委員。

○原田平委員　職員定数の問題について

お問いをいたしたいと思います。

　これまで、かなり人数を削減をされて

こられまして、現在、３８人ということ

であります。この体制について、今後、

どのようになっていくのでしょうか。東

日本大震災で発生いたしましたような、

大きな災害時には、職員は先頭に立って

市民のインフラ整備に頑張るわけであり

ますけれども、そういう体制が取れてい

るのでしょうか。部長からお聞きをいた

したいと思います。

○山本靖一委員長　宮川部長。

○宮川水道部長　職員数が現在、３８名

であります。この体制は今後、どのよう

になっていくのかというご質問でありま

した。

　まず、私どもとしましては、安定した

形で安心な水を供給することが第一の使

命と考えております。

　今のところ水需要は非常に厳しい状況

でありまして、毎年、その収入たるもの

が維持できておらず、減少の傾向にある

という状況です。ですから、本来は人員

をもう少し余裕のある範囲でつとめてま

いりたいと思いますけれども、今のとこ

ろ、将来的には、もう少し配置したいか

なと考えております。

　一時は職員定数４６名を目標にしてい

た時期もありました。水道部でも人件費

削減、あるいは職員数を減らすことで何

とか、しのぎを削っているという状況で

ありまして、私どもとしましては、３８

名の体制がいましばらくは続くかと思っ

ております。ただ、本音を申し上げます

と、やはり１名、２名、増員をしていた

だきたいという交渉をいたしておるのは

事実でございます。しかし、全庁的に今、

職員数を絞りつつあるという中では、あ

まりご無理も申し上げられない状況です。

ただ、要望だけはさせていただきたいと

いうことで、交渉を行っているところで

ございます。

　あともう１点、災害時の対応というこ

とでございますが、本市で災害というこ

とになりますと地震の折は別としまして、

今までの経験からいいますと水害のほう

が怖いと思います。そうした場合に、水

道の施設は水害では、さほど大きな被害

を受けることはないと考えております。

ただ、東日本大震災がありまして、大阪

でも東南海・南海地震が同時に発生した

場合に、大阪湾に押し寄せる津波のこと

を考えれば、恐らく、淀川を駆け上がっ

て、淀川の破堤ということも重々考えら

れるかなと思います。

　ですから、その折には、水害と地震に

よって、本市の水道施設が、どの程度、

被害を受けるかということになります。

想定的に東日本と同等の形で発生したと

するならば、これは正直申し上げまして、

今の水道部職員の体制では、とても対応

できる状況にはないと思います。

　しかし、このときには、恐らく全国的

な支援もあるでしょうし、私どもとしま

しては、まず、水道施設を一刻も早く通

常のスタイルに戻すべき努力をするべき

であると考えます。それに当たって、応

援を求めての対応は可能かと考えており

ます。

　ただ、想定の内容として、なかなか具

体的に把握しづらいところがありますも

のですから、一概に大丈夫だと、胸を張

れるかというと、不安もあります。

　いずれにしましても、想定される事態

の対応につきましては、日々の認識のも

と、対応してまいりたいと考えておりま

す。

○山本靖一委員長　原田委員。
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○原田平委員　水道部長の決意を聞いた

わけでありますが、部長も定年が近いで

すし、次長も定年が近いです。優れた技

術をお持ちなので、後継者を育成して、

それらを継承していくということを考え

ておかなければならないと思っておりま

す。

　そういう意味では、職員の新規採用を

していただいて、そして、後継者を育成

し、バトンタッチができるようにしてい

ただきたいと思います。皆さんが去られ

た後、仕事が回らないということでは具

合が悪いので、安心・安全な水供給を維

持できるような体制整備を今から考えて

おかなければなりません。１、２名は増

員して欲しいという部長の決意でありま

したので、後継者育成の立場からも人事

当局と十分折衝していただくことを期待

しておきたいと思います。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　以上で質疑を終わり

ます。暫時休憩します。

（午前１０時１４分　休憩）

（午前１０時１７分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　討論に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　討論なしと認め、採

決をいたします。

　議案第４６号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。


（挙手する者あり）

○山本靖一委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　議案第４７号について、可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○山本靖一委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　議案第４９号について、可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○山本靖一委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　これで本委員会を閉会いたします。

（午前１０時１８分　閉会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　建設常任委員長



山　本　靖　一

　建設常任委員



　木 村 勝 彦
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